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1．航空機旅客輸送量
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〔凡例と作図の要点〕

区間の輸送量とした。

は表示していない。

〔資料〕

1971年のわが国の国内定期航空路は、千歳、東京、大阪、福岡の空港を

結ぶ幹線航空路8系統とそれ以外のローカル線と呼ばれる約110系統であ

これらの航空路は高高度(24,000フィート以上)ルートと低高度（24,000

フィート以下)ルートの二段に配置されている。高高度ルートは通常ジェッ

トルートと呼ばれジェット機の飛行するルートである。

沖縄航空路を除く航空路の運航回数は1971年に幹線8万回、ローカル線

17.4万回、その運航距離は幹線5845万km、ローカル線7765万km、その運

航時間は幹線11万時間、ローカル線21万時間である。

旅客数は幹線780万人、ローカル線830万人、人キロは幹線59億人キロ、

ローカル線 24億人キロ、座席利用率(区間ごとの座席キロにたいする区間

ごとの輸送人キロの割合）は幹線64％、ローカル線74％である。

また、沖縄県内の離島間の旅客輸送の割合は航空機78％、船舶22％であ

空港の年間の乗降客数は、全国で3210万人、そのうち大阪国際空港870

万人、東京国際空港830万人、福岡空港330万人、札幌空港（千歳飛行場）

260万人で、これら4空港の乗降客数は全体の約70％をしめる。

旅客輸送量の路線はできるだけ実際の航空路にそって表示した。1つの

航空路にその飛行ルートがいくつかある場合その中のもっとも頻度の高い

ルートぞいに表示した。輸送量はそのルートを通る旅客数を加算してその

新潟と佐渡間、稚内と利尻間などの不定期航空路の旅客輸送量について

1.運輸省，昭和46年度航空輸送統計年報

2.運輸省，Radio Navigation Chart

3.運輸省，Hight Altitude Control Area

4.沖縄県，1972年版沖縄県観光要覧

2．船舶運航回数と乗降客数

1972年3月31日現在の国内定期旅客航路数は963あり、それに就航す

る船舶は1,994隻、54万トン、事業者数は613である。旅客フェリー(不定

期旅客フェリーも含む)は航路数188、船舶384隻34万トン、事業者数143

億人キロである。

比較的小型である。

〔資料〕

である。旅客フェリー航路は近年目ざましく発展し、1972年12月1日現在

で中距離フェリー航路(航路距離100km以上300km未満)15、長距離フェ

リー航路(300km以上)11である。このうち、舞鶴と小樽間、東京と釧路

間、東京と苫小牧間などは1,000kmをこえる航路である。

旅客航路事業の輸送実績は1972年4月から1973年3月までの1年間で

1億8800万人、62億人キロで、このうちフェリーの輸送量は350万人、17

長距離フェリーの就航船舶は大型であるが、離島航路に就航する船舶は

〔凡例と作図の要点〕

船舶の週間運航回数は定期航路だけを表示した。また航路距離約50km

以下の航路は表示を省略した。

港別の年間乗降客数は不定期航路に乗降した客数もふくんでいる。また、

年間乗降客数が10万人未満の港については表示しなかった。
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3．外国との航空機運航回数

1975年3月10日現在わが国を発着する国際線旅客航空路の週間運行回

数は発便、着便ともに463回である。

週のうち日曜日の運行回数は発便59回、着便65回で金曜日の運行回数

は発便76回、着便72回である。

わが国を発着する旅客航空機の運行回数を会社別にみると、日本航空

表示した。

〔資料〕

1．

（JAL)266便 (28.7％)、KAL122便 (13.1％)、NWAとCATHAYがと

もに92便（9.9％）、PAA76便（8.2％）である。

空港間の運航回数が多いものは、東京～台北間71回、大阪～台北間75

回、東京～ホンコン間121回、ホンコン～台北間126回、バンコク～ホンコン

間131回、東京～ホノルル間91回、東京～アンカレッジ間77回などである。

航空機によってわが国を出入する旅客数は、1973年に745万人で、その

うち、日本人473万人である。また、日本航空の旅客輸送量は258万人、123

億6700万人キロである。

〔凡例と作図の要点〕

この図は、わが国を発着する国際線のうち旅客定期航空路の運航回数を

各航空会社，国際線時刻表

3．外国との船舶貨物輸送量

1．

わが国の商船の保有量は1974年7月1日現在9,974隻、3871万トンで、

このうち、タンカーは1,537隻、1601万トンである。わが国の商船のトン数

は世界の12.4％を占め、リベリアの17.8％についで第2位である。

これらの船舶によって輸送された貨物量は1974年1年間に5億トンで、

そのうち、コンテナ船500万トン、従来の定期船1450万トン、不定期船2

億3800万トン、タンカー2億4300万トンである。

〔凡例と作図の要点〕

貨物輸送の実際の経路を示す統計はないので外航船舶航路を参考にして

貨物移動の経路を図上で設定し、港湾統計の港別輸出入量を国別に集計し

てこの経路上に表示した。ただしこの統計は日本の商船による輸送量だけ

でなく外国の商船の輸送量も含まれている。1972年のわが国の輸送量(輸

出入量)は約6.2億トンである。

〔資料〕

運輸省，昭和47年港湾統計

東京・大阪からの航空機による到達時間（1975）

1:20,000,000

（時刻表から作成）

国内航空機旅客輸送量の推移 国内定期航路の旅客輸送量の推移

フェリーに
よる旅客

定期旅客船に
よる旅客

（航空輸送統計年報から作成）

定期旅客船とフェリーの

船舶総トン数の推移
旅客定期とフェリーの
航路数の推移

（運輸白書から作成）

国際線における

日本人旅客の割合（1973）
旅客総数 745万人

国際線における日本航空

利用者の割合（1973）

（運輸白書から作成）

日本航空の国際線旅客
輸送量の推移

（運輸省資料から作成）

航空会社別国際線運航
回数の割合（1975）
週間運航回数(発着共)926便
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旅客総数 745万人

（運輸白書から作成）

（運輸省資料から作成）

（各社時刻表から作成）

（運輸白書から作成）

到達時間の図上の長さは東京～大阪の距離に

たいする到達時間を基準とした。
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航空機旅客輸送量

航 空 機 旅 客 輸 送 量

(1971)

年間輸送量

年間乗降客数

沖縄県については1972年の資料による。

1:4,000,000
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(1971)
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船舶運航回数と乗降客数

船舶運航回数と乗降客数

週間運航回数 (定期航路)

(往路・復路のそれぞれを1回とする)

年間乗降客数

5000千人以上

週間運航回数は 1971.4.1現在

沖縄県については1973年の資料による
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外国との航空機運航回数

外国との船舶貨物輸送量

(1975)

(1972)

旅客定期航空路の週間運航回数

船舶貨物輸送量 (年間)

(運航回数は往路・復路をそれぞれ1回とする)

1975.3.10現在

1～5 6～10 11～25 26～50 51回以上

1:110,000,000

1:110,000,000

日本からの輸送量
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外国との航空機運航回数.外国との船舶貨物輸送量
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